
森林にかかわる省庁：林野庁
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✓国の機関で元気な森林をつくっているのは林野庁
✓林野庁は森林を通じてサービスを提供。森林整備や林業、木材産業の活性化に貢献

森林整備の推進

快適な生活環境
美しい景観の維持・創造

大分署

林業や木材産業の活性化

山村の主要な産業である
林業を盛り上げ、地域を元気に

屋久島署

林野庁の役割



政策の企画立案

方針に基づき
管理経営業務の実行

地方ごとの国有林
管理の方針決定

国有林の管理経営

日本全体の
森林林業を考える

林野庁は農林水産省の外局の一つ

本庁と森林管理局等に大きく分けられる農林水産省

林野庁本庁

森林管理局

森林管理署等

森林事務所

どういった組織なのか？
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✓九州森林管理局は林野庁に属する（林野庁は農林水産省の外局の一つ）
✓森林管理局は全国に７つあり、九州森林管理局はそのひとつ

九州内の組織



国有林とは？
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✓国が所有している森林のことを国有林という
✓全国の森林面積のうち、国有林は約３割 ✓九州だと森林面積のうち、国有林は約2割

国有林の分布（林野庁所管）
【濃い緑が国有林】

国有林【林野庁所管】 53万ha

12%

民有林 223万ha
50%

農地 54万ha
12%

宅地・その他 114万ha
26%

九州に占める国有林の割合

点線枠：
森林面積（計）
277万ha

61%

国有林【他省庁所管】
1万ha

森林面積は「森林資源の現況」林野庁（令和４年（2022）年3月31日時点）
農地面積は「令和５年耕地及び作付面積統計」農林水産省
宅地・その他面積は「全国都道府県市町村別面積調」
国土地理院（令和5年（2023）年10月1日時点）の各県面積の合計445万haから森林面積、農地面積を除した面積



森林のさまざまな８つの機能
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その１ 保健・レクリエーション機能

安らぎや癒し、
スポーツの場な
どを提供する

その３ 山地災害・土壌保全機能

土砂の流出や
山崩れを防い
でいる

その２ 生物多様性保全機能

遺伝子や生物
種、生態系を、
守る

その４ 水源かん養機能

水を蓄え、きれ
いにし、洪水か
ら守る

その５ 地球環境保全機能

CO₂を吸収し
たり、化石燃
料の代わりにな
る

その７ 快適環境形成機能
気温の調整や
大気をきれいに
する

その６ 木材等生産機能

森林は環境に
やさしい資材で
ある木材等を
生産する

その８ 文化機能
芸術や伝統文
化、環境教育
の対象になる



5つの森づくりの考え方
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森林空間利用タイプ
森づくりの考え方
保健・文化・教育的利用の形態に応じ
た多様な森林の維持・造成

自然維持タイプ
森づくりの考え方
良好な自然環境を保持する森林、希
少な生物の生育・生息に適した森林の維
持

水源かん養タイプ
森づくりの考え方
人工林の間伐や伐採時期の長期化、
広葉樹の導入による多様な森林の誘導
等を推進し、森林資源の有効活用にも配
慮

山地災害防止タイプ
（土砂流出・崩壊防備エリア）
森づくりの考え方
根の広がりと下層植生の発生が良好で
常に落葉層を保持した森林を維持し、必
要に応じて治山施設等の整備を実施

山地災害防止タイプ
（気象害防備エリア）

森づくりの考え方
遮蔽能力と風害、飛砂、潮害等の気象
害に対する抵抗性が高い樹種によって構
成される森林の維持

菊池渓谷の渓流,熊本森林管理署 宮之浦岳,屋久島森林管理署 一ツ瀬ダムに流れる水を蓄えている森林,西都児湯森林管理署

由布岳の北側,大分森林管理署 虹の松原,佐賀森林管理署



水源かん養タイプでの取組
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部分的に伐採し、若い森林を増加

CO₂

花粉発生源対策

木材を使用し、家や家具等でCO₂を固定

木を伐った後は必ず植林

１ ２

３ ４

・若い木のほうがCO₂の吸収
量が大きい。
・奥地に広葉樹を植栽し、多
様な森林を形成することで病
害虫や災害に強く、生物多様
性の豊かな森林になる。

・木を伐り、丸太を製品にし、
家や家具等に使用することで、
CO₂が固定される。
・木材は、家や家具等に利用
されている間も森林と同様に
炭素が蓄積・固定されている。

・花粉の少ないスギの品種等
の開発とその苗木の生産拡
大に取り組み、スギ等の伐採
跡地への植栽を促進している。

・森林を守って、育てていくため
には、木を伐って、使って、植
えて、育てる一連のサイクル
が必要。
・未来の日本の森林・林業を
守るため、国有林では、伐採
後の植林を１００パーセント
実施。

花粉の少ないスギ苗木 伐採跡地に植栽する様子


